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自宅療養者については、これまで各保健所において健康観察を
実施してきたが、今後の感染拡大に対応した体制強化が必要

新たに「健康観察センター」を設置し、遠隔健康管理シス
テムの導入等により健康観察を充実させたところである
が、引き続き、自宅でも安心して療養できる体制を確保し
ていく

成果指標
設定理由

宿泊療養施設については、令和３年８月末までに５施設で523人
の陽性者を受け入れる体制を確保してきたが、今後の感染拡大
に対応した体制強化が必要

中信地域に１か所増設し、６か所全体での受入人数を800人
程度に増やすことで受入体制の強化を図る

 決　算　額（B）

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

iryo@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

健康長寿日本一を維持

事業番号 05 02 03 事業改善シート （令和２年度実施事業分）

事　業　名 医療提供体制整備事業（新型コロナウイルス感染症対応分）
部局

実施期間 R2

健康福祉部 課・室 医療政策課

目標値R1年度 R2年度

８つの重点目標

4-3 医療・介護提供体制の充実

H30年度

-

【現　　状】

【目指す姿】

【実施内容】

350人以上の入院患者を想定した医療機関での受入体制や375人以上の軽症者等の受入体制を確保しているが、
今後の感染拡大に対応した体制強化が必要

県として、新型コロナウイルス感染症の拡大に備え、医療機関における350人以上の患者受入れ体制と宿泊施設
における375人以上の軽症者等受入れ体制を継続するとともに、院内感染防止などさらなる医療提供体制の充実
を図る

0

7,156,523

No 成果指標

患者受入医療機関への支援、軽症者等療養体制の整備、感染拡大防止対策への支援　等

0
達成状況

総合的に展開する
重点政策

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

区分（単位：千円） R1年度 R2年度

0前年度繰越

予
算
額

現計予算 0

7,156,523

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

4

46床

１ 新型コロナウイルス感染症の拡大に備えた入院医療体制を整備することを踏まえ、入院可能な医療機関の病床数を
　 成果目標に設定

２ 当面375人程度を想定した宿泊療養体制を整備することを踏まえ、宿泊施設における受入可能な療養者数を成果目
　 標に設定

１ 入院可能な医療機関の病床数は434床となり目標を達成した

２ 宿泊施設における受入可能な療養者数は375人となり目標を達成した

✓ 新型コロナウイルス感染症患者受入医療機関への支援

・患者受入医療機関を支援するための協力金を支給

・医療機関における患者の受入れ等に必要な設備整備費を助成

✓ 新型コロナウイルス感染症軽症者等療養体制の整備

・軽症者等が宿泊・自宅療養するために必要な体制を整備

✓ 医療機関等における診療体制の確保や院内感染防止対策への支援

・医療機関等が行う感染拡大防止対策に必要な経費を助成

・救急医療機関における診療体制の確保や院内感染防止のために必要な設備整備等を助成

・院内感染を含む感染防止のため、医療機関におけるオンライン診療の導入を支援

・感染疑いのある外国人県民等の受診環境を確保するため、院内の誘導等に必要な設備整備を支援

・院内感染防止等のため、病院の設置者が医療従事者等を対象に自主的に行った検査に係る費用を助成



細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算 決　算

1
新型コロナウイルス感染
拡大防止対策事業

補助金
委託

(1)医療機関等が行う感染拡大防止策に必要な経費を助成（1,284事業
者：1,508,318千円）
(2)補助金執行に係る一部の事務を委託

4 新型コロナウイルス感染拡大防止対策事業
0 1,536,454

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1 宿泊療養施設の借上げ 直接 県内４地域において施設の借上げを実施

3
宿泊療養施設医師オン
コール体制整備業務

委託
直接

宿泊療養施設の入所者に対する医師によるオンコール体制を構築

4 自宅療養者への支援
直接
補助金

自宅療養者に対し、生活支援物資を配付

2 宿泊療養施設の運営委託 委託 県内４地域における宿泊療養施設の運営を委託

決　算

3 軽症者等受入施設等確保事業
0 738,151

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
新型コロナウイルス感染
症対応医療機器等整備事
業

補助金
医療機関における患者受入等に必要な施設・設備整備費を助成（38病
院）

細事業
No.

細事業名

Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算 決　算
細事業名

2
0 661,936

千円 千円
新型コロナウイルス感染症対応医療機器等整備事業

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 05 02 03 細事業一覧 （令和２年度実施事業分）

1
0 288,000

千円

Ｒ１年度

決　算

Ｒ２年度

決　算

千円
新型コロナウイルス感染症患者受入医療機関支援事業

健康福祉部 課・室 医療政策課

細事業
No.

部局事　業　名 医療提供体制整備事業（新型コロナウイルス感染症対応分）

補助金

令和２年度　実施内容（実績）

(1)患者の受入実績に応じ、施設ごとに協力金を支給（26病院：
235,000千円）
(2)診療所において、新型コロナウイルス感染症を要因として、院内
感染や医療従事者の曝露等により休業した場合に、休業前までの診療
継続に対する協力金を支給（6診療所：21,000千円）
(3)新型コロナウイルスによる院内感染の発生を、感染拡大防止等の
ため県等が公表した病院に対し協力金を支給（8病院：32,000千円）

細事業
No.

No.

1

実施
方法

細事業を構成する主な取組

新型コロナウイルス感染
症患者受入医療機関支援
事業



No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
新型コロナウイルス感染
症外国人患者受入環境整
備事業

補助金
医療機関における多言語看板や電光掲示板等の整備等を助成（7事業
者）

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算 決　算

7 新型コロナウイルス感染症外国人患者受入環境整備事業
0 7,701

千円 千円

1
オンライン診療導入支援
事業

補助金 医療機関におけるオンライン診療の導入を支援（32事業者）

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算 決　算

6 オンライン診療導入支援事業
0 3,961

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
救急・周産期・小児医療
機関施設整備等支援事業

補助金
救急医療機関における診療体制の確保や院内感染防止のために必要な
設備整備等を助成（28事業者）

Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算 決　算

0 1,157,823

細事業
No.

細事業名

5 救急・周産期・小児医療機関施設整備等支援事業
千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

院内感染防止等のため、病院の設置者が医療従事者等を対象に自主的
に行った検査に係る費用を助成（1事業者）

8
千円

細事業
No.

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
新型コロナウイルス感染
症自主検査費用支援事業

補助金

0 2,763

千円

Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算 決　算
細事業名

新型コロナウイルス感染症自主検査費用支援事業


